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あった。乙の腎酵素も絶食で約 2 倍の活性上昇を認めた。 DEAEーセルロース・カラムクロマトグラフ
ィーで腎酵素の部分精製を試み，約 8 倍の比活性を持つ酵素を得た。この酵素は肝酵素と同様に低温下













即ち絶食，糖尿病(ス卜レプトゾトシン投与) ，抗高脂血症剤であるクロフィプレート (α ー (P-chlo­
rophenoxy) isobutyric acid，以下CPIB と略す)投与時に1.6 ,._, 2 倍に上昇していた。



























/20であった。腎酵素活性も絶食 lとより約 2 倍の上昇を認めた。肝臓と腎臓の酵素は免疫化学的・生化
学的に区別できず非常に類似したものであった。しかし，肝ミトコンドリアの酵素とは明らかに異って
し、 7こ D
論文の審査結果の要旨
本論文は近年ラッ卜肝可溶性画分に発見されたATPで活性化され， ADPで阻害される Acetyl-CoA
Hydrolaseの生理的意義解明を目的としている。本酵素は脂肪酸酸化や合成といった代謝状態で誘導され
るユニークな特徴を有し，それら代謝調節に重要な役割を持つCoASHフ。-}レ維持に関与している事を明
らかにした。更に本酵素が肝臓に局在する事を生化学的・免疫学的に明らかにしており，今後の臨床的
応用が期待される独創的な発展性のある研究であり，高く評価出来る。
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